きかんし ゆ つぎ 

—— 長い あいだ 汽車の 機関 手 をして いた 人が、 次の 

ような 話 をき かせました。 —— - 

氺 

きかんし ゆ おもしろ 

汽車の 機関 手 をして いますと、 面白い こと や、 あぶ 

ない こと や、 つらい こと や、 それ はずい ぶん いろんな 

ことがあり ますが、 そのうちで かわった 話と いうの は 

そうです ね もうず つと 昔の ことです。 汽車 を 

うんてんして、 ある 山奥 を、 夜中に 走って いました。 



きかんしゃ こま ど ちゅうい 

ところが、 機関車の 小 窓から 前の 方 を 注意して いた 

せんろ 

私 は、 思わず アツと 声 をた てました …… 。 線路 わきに 

でんとう やみ 

ぼつり ぼつり ついて る 電燈の 光が、 とおく 闇に まぎれ 

さき 

て、 レ ー ルも みわけの つかない その 先の 方に、 大きな 

めだま えんとつ 

眼 玉の ような ヘッドライトの 光 を かがやかし、 煙突 か 

けむり 

ら煙を はいて、 まっくろな 大きな ものが、 ひじょうな 

いきおい むこ 

勢 で 走って きます。 汽車です。 汽車が 向う からく る 

ん です。 

たんせん ひとすじ せんろ 

その へんは、 単線で、 一筋の 線路き りありませんで 

リ ようほう 

した。 両方から 汽車が 走って くれば、 ましょうめん 

しよ-つと つ 

から 衝突す るば かりです。 それ を さける ために、 タ 
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